


















櫻 井 公 人
１) 移民による送金には, 世界銀行のデータでは, ①１年以上居住する労働者による送金 (                 , 経常収支), ②短期滞在者による雇用者報酬 (                     , 所得収支),
③移民による資本移動 (                , 資本収支) を含む｡
２)   世紀半ばから    年代あるいは  年代にかけても, 世界は今日と同様のグローバリゼーションを
経験していた｡ これを第１期グローバリゼーションと呼ぼう｡    比でマネーの国際間の移動を推
計すれば, 今日に匹敵するグローバリゼーションが見られた｡ 貿易額, 労働力移動などで見ても同様
である｡ ロシア革命や第一次世界大戦によってこの傾向が途絶え,     年代大不況はこれを決定づけ
























のが登場し, ロンダリングされる資金額は, 年間で１兆 ‒ １兆    億ドル (世界銀行), ある











立教経済学研究 第  巻 第２号     年  
                     
の, おカネに色はついていないのだからあえて源泉は問わない, というのが金融機関の本音で




ない｡     年のアルシュ・サミットで    内に     (金融活動作業部会) を設置するこ









ところが,     年９月に起きた同時多発テロ事件後に, アメリカのこの姿勢は変化し, 規制
と管理の方向に再転換した｡ 同時にその課題もテロ資金の捕捉と規制に重点が移動した｡     
年にリストアップされていたのは, クック諸島, エジプト, グアテマラ, インドネシア, ミャ




いったい問題はどこにあるのか｡ ①プレイスメント (入金), ②レイヤリング (移転の繰り
返し), ③インテグレーション (合法資金として還流) という３段階を経るとされるロンダリ
ングのプロセスの中で, 銀行への入金や振込みなど個別の取引や行為だけを見れば何ら問題は
なく, 行動じたいを違法とは断じがたい｡ したがって, 規制の根拠は麻薬取引がらみであると
かテロ資金であるとか, 源泉となる資金の出所の違法性にある｡ そして, 金融機関は資金の源
泉を知りうるケースもあるが, 厳しい金融機関からは顧客が逃げるかもしれず, 本人確認や当
局への報告は金融機関にとってコストを増すことはあっても利益に結びつくことはめったにな







るのは, バハマやケイマンではない｡ ロンドン, ニューヨークこそが, 世界最大のマネー・ロ
ンダリング・センターであるというのが第一点である (              )｡ バミューダに登
記された     社の外国所有の法人のうち, 実際にオフィスをおいているのはわずか   社に
過ぎない｡ それもほぼペーパー・カンパニー (           ) である｡ 邦銀のケイマン島支
店の帳簿はたとえば日本橋支店に置かれているのであり, 実態は常にロンドン, ニューヨーク,
東京の側にある｡     年代にロンドンに登場したユーロ市場を追って,     年にはニューヨー
クに    (                         ) という名のオフショア市場が, また    年に
東京には    (                   ) が登場し, 今日の金融市場はオフショア市場と
区別する必要がないほど自由化されている｡





の行為に目をつぶったのが, タックス・へイヴン発生の発端であった (ストレンジ [    ])｡
ケシ栽培の ｢黄金の三角地帯｣ はタイ・ビルマ国境から移動して, 世界生産の  ％にあたる
アヘン    トンが, アフガニスタンで生産されるようになった｡ 一次産品価格の低迷と国際社
会による最貧国の放置は, 本当に貧しい地域で違法性の高い作物への依存を生み, あるいはタ
ックス・へイヴンを生んだ｡ これらが麻薬ビジネス, 租税回避, 詐欺資金の隠蔽に利用しよう
とする企業やマフィア, 腐敗した政治家たちのニーズに応える形で存在できたのである｡
２ 移民による送金と送金システム    年に, 外国にいる移民による送金は    億ドルにのぼった｡ これは    億ドルだった
直接投資の純流入に匹敵し,    億ドルだった   資金を凌いだ｡ 移民による送金は    年
に   億ドル,   年に   億ドル,     年には   億ドルだったのであり, ２ケタ成長を続けた
結果である｡     年から    年までの増加は著しく,   億ドル以上を受け取った  か国のうち,  か国が  ％を超える増加率を記録している (    年データ,               )｡
ラテンアメリカ・カリブへの送金   億ドルは, 同地域への民間部門の外国総投資額に匹敵
する｡ 送金額はラテンアメリカの６か国では   の  ％に相当し, ニカラグアの   の  
％に相当する (    年データ)｡ アルバニア, ボスニア・ヘルツェゴビナ, ケープ・ヴェルデ,
ガザ, ハイチ, ジャマイカ, キリバチ, レバノン, ネパール, サモア, セルビア・モンテネグ
ロとトンガでは, 商品輸出よりも大きな収入を生んでいる｡ 他にも  か国で, 移民による送金
が最大の資金流入項目となっている｡ すなわちそれはメキシコで   (外国直接投資) より











口は,     年の    万から    年の    万へと, いずれも大きな増加をみせている｡ 他にも
顕著な例として, ペルシア湾岸諸国の労働力の過半が外国人であることなどをあげることがで
きよう｡
送金急増の第２の理由として,    の指導による為替管理の緩和や, 闇の (非公式な) 送
金ルートから正規の (公式の) ルートへの転換などによって, 記録の残る取引が増加したとい
う事情もある｡ これは, いわば送金システムを近代化し, マネー・ロンダリングやテロ資金の
移転に使われやすいとされる非公式で不透明な送金ルートをふさいでいこうとする努力の成果
ともいえる３)｡
ここで, 近代的な公式の送金ルートとは, 銀行, 信用組合, 郵便局や, ウェスタン・ユニオ
ン社 (           )４), マネー・グラム社 (         ) に代表される送金会社 (                         ) などを指す｡ たとえば, アメリカの送金会社であるウェスタ







これに対し, 非公式の送金ルートとされるのは, パキスタンの     , イランの     ,
インドの     , 中国の ｢飛銭｣, ｢勘合｣, 香港の       , タイの        , フィリピ
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３) 公式 (      ), 非公式 (       ) の区分は,     によれば, 当局が把握し, その監督・規制
に服しているかどうかによる｡ これを合法, 非合法と訳せば, 後者では犯罪的なニュアンスが強まる｡
４)            社は, かつて通信会社であった｡                                                          (    年７月  日)｡
                     
ンの     , ベトナムの   など, 伝統的な送金システムである｡ こちらの手数料は安く,     のケースでは送金額の  ‒３％程度である｡      は, 一般に ｢送金｣ ｢振替｣ を意
味するアラビア語でもあるが, 古くからイスラム圏で利用されてきた送金システムを指す｡ 金
融制度内で当局の監督に服しているわけではないので,     の区分では, 非公式ルートと





















件後に, 規制強化とともに営業を停止した (停止させられた)｡ アルカイダもこの送金網を使
ったというのだが, 政府も目立った産業も, 銀行も存在せず混乱状態にあるソマリアに, 唯一
外貨 (と, したがって必需品を入手する手立て) をもたらしていたのが, 移民労働者による送
金だった｡     年における推計２億ドルから５億ドルほどのソマリアへの送金の多くが移民労
働力からの送金であり, 外国からの援助は    万ドルほどだった｡ 送金はソマリアの   の  ‒  ％に相当した｡ その外貨流入ルートが閉ざされたことでソマリアの混乱はさらに増した｡




















にした｡ 一方で, この資金が援助を上回り, 直接投資に匹敵する規模になると, 新たに途上国
における開発戦略にかかわる問題を提起する｡ 開発資金は, 第２次世界大戦後に長らく国内で
蓄積された貯蓄によってまかなわれるべきことが想定されてきた｡ その後,     年代の銀行ロ
ーン, その後の証券化された資金, または直接投資資金など, 先進国資金の多様な源泉をうま
く呼び寄せることによって急速な発展が可能になるという新しい局面が生まれてきた｡ これに
よって工業化を達成する国・地域の増加は, ｢新しい国際分業｣ と見られるべき局面でもあっ
た｡ むろん, すべてが順調に展開したわけではない｡     年代の銀行ローンの増加は中南米地
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５) 利子を禁ずるイスラム金融が注目を集めているが, かつてキリスト教の下での金融も為替手数料に
置き換えて利子相当分を徴収したり, ｢リース｣ 取引を仮装するなど, 同じようなことが行われてい
た｡ 為替と送金システムの発展の中に位置づけても,     や         など現代アメリカの金




域をはじめとして累積債務問題を発生させた｡ また, 為替管理を緩和, 資本移動規制を撤廃し
て, 急速な資金流入をはかることで発展を遂げた国が, その後に急速な資金流出に見舞われる,




年の  億ドル以上 (   の  ％) へと増加し, 経済を支えた｡ 国際投資の浮動性に比べ, 移
民による送金は比較的に安定しており, 資金流出しがちな危機の時期にむしろ流入が増えるこ
ともしばしばであるのが大きな特徴である｡
ただし, 皮肉なことに, 成功した移民たちほど本国への送金が少ない６)｡ このため, 本国の
経済を支えるのは, 貧しい移民たちによる送金である｡ 送金に依存して本国の経済改革が進ま
ないという副作用も無視できない｡ 最大の問題は, 継続して移民が送り出されなければ送金は
いずれ停止してしまう可能性があることであろう｡ したがって, 送金を期待するなら, 人々が
国内にとどまることができるようにするための政策をとりにくくなり, むしろ移民は促される
ことになる｡ すなわち, 移民による送金は, 移民という永久運動する機械にエネルギーを注入
するようなものである｡ したがって, 送金受入国はそれをじょうずに使って, 人材輸出をやめ,
技術をもつ移民の帰還を促すような政策を採れるかどうかが最大の課題となる (      )｡
ある調査によれば, 外国生まれラティノ (大人) の  ％ (   万人) が, 送金をしたことが
あると答えた｡ 送金を受け取った者の  ％が自分で移民することを考えるようになったが, 受




受入国にとどまることになる｡ したがって, 本国への送金が同水準を保つためには, 継続的な
移民が必要になり, このメカニズムは持続すると考えられるのである｡ また, 移民による送金
はインフレーション, とくに不動産価格のインフレーションを引き起こす可能性がある｡ ある
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６) 年に     ドル以上稼ぐ労働者の  ％が送金するが,      ドル未満ではより多く, 労働者の  ％
が送金する (    )｡
                     









である｡ ①について, 移民からの送金に公的送金網の使用を義務付ける政策は, バングラデシ














育を受けた人々の流出する比率が高い｡ ドミニカ, エルサルバドル, グアテマラ, ジャマイカ,
メキシコ, モロッコ, チュニジア, スリランカなどがそのケースにあてはまる｡
先進国に向かった  歳以上のインド系移民の  ％が大学卒だが, インド国内では同世代の大
卒比率は  ％である｡ これは ｢頭脳流出｣ (         ) 的状況だが, 高学歴労働者が国外
で低賃金労働に従事するケースもある｡ 香港のフィリピン人労働者の  ％が高卒,   ％が大卒
だが,   ％が清掃などの低賃金の仕事に就く｡           と          のいずれが勝
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